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第
３
回
定
例
会
を
9
月
3
日
か
ら
25
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
し
、
29
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
の
決
算
認
定
7
件
、
補
正
予
算
5
件
、
条
例

の
一
部
改
正
6
件
、
人
事
案
件
1
件
の
計
19
件
を
審

議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
、
認
定
、
同
意
し
た
。

平成29年度一般会計、　特別会計、企業会計決算を
全 会 一 致　 で　 認　 定

平成29年度一般会計決算

歳　 入　 総　 額： 118億4,223万円
 （前年度　108億8,187万円）

歳　 出　 総　 額： 112億2,718万円
 （前年度　103億5,813万円）

歳入歳出差引総額： 6億1,505万円
 （前年度　5億2,373万円）

問

町
民
税
は
増
加
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
か
。

答

給
与
所
得
者
は
昨

年
よ
り
226
人
増
加
し

た
。
年
収
200
万
か
ら

300
万
の
間
で
増
加
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
所
得
者

は
17
人
増
え
、
43
人

に
な
っ
た
。

問

固
定
資
産
税
に
つ

い
て
当
初
予
算
よ
り

１
億
５
３
５
０
万
増

額
で
あ
る
。
増
え
た

要
因
は
。

答

土
地
に
つ
い
て
は
、

沿
岸
部
の
地
価
の
下

落
が
引
き
続
い
て
い

る
。
内
陸
部
は
上
昇

し
て
い
る
が
、
町
全

体
と
し
て
は
下
落
の

傾
向
で
あ
る
。

　

家
屋
に
つ
い
て
は
商

業
施
設
が
開
設
し
、

住
宅
は
わ
ず
か
だ
が

伸
び
て
い
る
。
中
小

企
業
に
つ
い
て
は
合

理
化
・
省
力
化
に
よ

る
設
備
投
資
が
進
ん

で
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

問

地
価
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
底
値
で
は

な
い
と
の
見
通
し
か
。

答

30
年
度
に
お
い
て

も
下
落
し
て
い
る

が
、
幅
は
少
な
く

な
っ
た
。
津
波
防
災

ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
防
潮
堤
完
成
が

期
待
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
決
算
質
疑

歳
　
　
入

歳出決算の変遷
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平成30年第３回定例会 平成29年度一般会計、　特別会計、企業会計決算を
全 会 一 致　 で　 認　 定

【
総
務
費
】

問

時
間
外
勤
務
手
当

に
つ
い
て
昨
年
よ
り

は
減
っ
て
い
る
が
、

残
業
の
減
ら
な
い
理

由
は
。

答

28
年
度
に
比
べ
、

一
人
当
た
り
月
２
時

間
減
り
、
努
力
し
て

い
る
。
緊
急
性
の
あ

る
業
務
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
残
業
と

考
え
て
い
る
。

問

庁
舎
北
側
の
駐
車

場
を
バ
ス
利
用
者
の

送
迎
車
の
混
雑
解
消

に
開
放
で
き
な
い
か
。

答

庁
舎
内
で
の
会
議

な
ど
、
人
が
多
く
来

る
と
き
の
臨
時
駐
車

場
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。

問

庁
舎
西
側
の
駐
車

場
に
来
庁
者
以
外
の

方
が
駐
車
し
て
い
る

が
、
町
の
対
応
は
。

答

担
当
課
が
、
駐
車

し
て
あ
れ
ば
張
り
紙

を
し
、
注
意
を
促
し

て
い
る
。

問

町
づ
く
り
公
社
の

負
担
金
が
増
え
た

が
、
人
件
費
が
多
い

と
聞
い
た
。
収
益
を

得
る
こ
と
は
可
能
だ

と
思
う
が
、
公
社
へ

の
負
担
金
の
あ
り
方

は
。

答

設
立
し
て
２
年
だ

が
、
自
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
公
社
を
育
て

る
意
味
で
も
軌
道
に

乗
る
ま
で
町
と
し
て

も
責
任
を
持
っ
て
い

き
た
い
。
負
担
金
に

つ
い
て
は
事
業
内
容

を
精
査
し
な
が
ら
額

を
決
め
て
い
る
。

問

町
づ
く
り
公
社
の

活
動
が
見
え
て
こ
な

い
が
、
事
業
に
つ
い

て
議
会
へ
の
報
告
の

考
え
は
。

答

一
般
社
団
法
人
で

あ
る
た
め
、
議
会
に

ど
の
よ
う
に
活
動
内

容
の
報
告
を
す
る

か
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

歳
　
　
出

平成29年度の主な事業

・ふるさと納税返礼代	 3億０，８７４万円
・企業活動維持支援事業区域基盤整備事業費	 1億０，６９０万円
・同報無線デジタル化工事費	 ３，５００万円
・若年者住宅取得応援補助金	 ２，３４０万円
・バス交通活性化対策事業費補助金	 １，２４７万円
・不妊治療費	 １，２４３万円

2億2，734万円
小・中学校空調設備設置工事費

5億1，256万円
総合体育館耐震補強改修工事費
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【
民
生
費
】

問

臨
時
福
祉
給
付
金

に
つ
い
て
、
470
人
、

11
％
が
給
付
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
未

給
付
者
の
対
策
は
。

答

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

放
送
、
ポ
ス
タ
ー
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
自
治
会
へ
出
向

く
な
ど
を
し
た
。
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓

口
で
も
行
っ
て
い
く
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
利
用
料
に
つ
い

て
、
現
金
扱
い
か
ら

徴
収
方
法
が
変
わ
っ

た
。
滞
納
・
未
納
対

策
は
。

答

こ
れ
ま
で
は
滞
納

は
な
か
っ
た
。
納
付

書
と
口
座
振
替
に
し

た
。

　
　

保
護
者
が
連
絡
の

取
れ
る
範
囲
に
い
る

の
で
、
早
め
の
対
策

を
行
っ
て
い
く
。

【
衛
生
費
】

問

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
町
づ
く
り

公
社
へ
委
託
し
た
理

由
は
。

答

若
い
層
の
参
加
者

が
少
な
い
と
の
評
価

を
受
け
、
働
き
盛
り

の
年
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
す
る
た
め
町
づ

く
り
公
社
に
委
託
し

た
。

【
農
林
水
産
費
】

問

耕
作
放
棄
地
に
つ

い
て
農
業
委
員
会
で

ど
う
し
た
対
策
を
し

て
い
る
の
か
。
活
動

内
容
は
。

答

現
地
に
行
き
、
耕

作
状
況
を
確
認
す

る
、
農
地
利
用
状
況

調
査
を
行
っ
て
い

る
。
農
業
委
員
・
農

地
利
用
再
生
化
推
進

委
員
・
認
定
農
業
者

に
現
地
を
見
て
い
た

だ
い
て
、
耕
作
の
依

頼
な
ど
を
す
る
。
各

地
域
に
委
員
が
お
り

農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

も
実
施
し
て
い
る
。

【
商
工
費
】

問

消
費
生
活
相
談
件

数
が
年
々
減
少
し
て

い
る
。
相
談
員
が
不

在
で
あ
る
が
、
対
応

は
。

答

架
空
請
求
の
相
談

が
多
い
が
、
職
員
で

対
応
で
き
た
。
県
の

相
談
員
に
協
力
を
も

ら
っ
て
い
た
。
中
部

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

や
無
料
法
律
相
談
を

紹
介
し
た
。

【
土
木
費
】

問

浜
田
土
地
区
画
整

理
組
合
は
事
務
が
１

人
で
あ
る
が
、
事
業

を
行
う
た
め
に
総
合

支
援
が
必
要
で
は
。

答

29
年
度
は
２
人
い

た
が
、
事
務
全
般
は

１
人
で
で
き
て
い

る
。
工
事
の
発
注
な

ど
は
専
門
的
な
技
術

が
必
要
で
あ
る
が
、

町
で
工
事
の
支
援
を

今
ま
で
以
上
に
行
っ

て
い
く
。

【
消
防
費
】

問

災
害
用
ワ
イ
フ
ァ

イ
ル
ー
タ
ー
の
使
用

目
的
は
。

答

県
内
各
市
町
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の

業
者
も
含
め
て
ふ
じ

の
く
に
防
災
情
報
協

議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
使

い
、
災
害
時
に
情
報

を
共
有
し
て
い
る
。

有
線
が
遮
断
し
た
場

合
、
ワ
イ
フ
ァ
イ

ル
ー
タ
ー
を
使
用
す

る
。
外
に
持
ち
出
す

の
で
は
な
く
役
場
本

部
で
使
う
。

【
教
育
費
】

問

移
動
式
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
増
や
し
、
外
で
の

イ
ベ
ン
ト
時
に
貸
し

出
す
考
え
は
。

答

貸
し
出
し
は
利
用

者
か
ら
必
要
で
あ
れ

ば
行
っ
て
い
る
。
町

主
催
の
大
会
に
つ
い

て
は
中
央
公
民
館
に

あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
ち

出
し
て
対
応
し
て
い

る
。
体
育
協
会
主
催

の
大
会
に
お
い
て
も

貸
し
出
し
て
緊
急
時

に
備
え
た
い
。

自彊小学校区Ａ放課後児童クラブ

移動式ＡＥＤ

臨時福祉給付金とは
消費税率の引き上げに
よる影響を緩和するた
め、所得の少ない方に
対して、制度的な対応
を行うまでの間の暫定
的・臨時的な措置。
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国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
質
疑

問

基
金
残
高
は
、

２
億
８
７
２
６
万
円

（
１
人
当
た
り
４
万

　

４
０
０
０
円
）
積
み

立
て
ら
れ
て
い
る
が
。

答

保
険
給
付
金
に
不

足
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
積
み
立
て
を
行

な
っ
た
。

問

特
定
健
診
受
診
率

が
低
い
。
日
曜
開
催

も
含
め
、
今
後
考
え

て
い
る
こ
と
は
。

答

日
曜
健
診
を
12
月

に
一
回
、
二
次
審
査

を
対
象
に
行
な
っ

た
。
13
人
で
あ
っ

た
。
今
年
度
も
12
月

に
行
う
。
通
知
を
し

て
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
介
護
保
険
事
業

　
特
別
会
計
決
算
質
疑

問

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
は

社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
て
い
る
。
決

算
が
昨
年
度
と
ほ
ぼ

同
額
で
あ
る
が
、
実

情
は
。

答

事
業
対
象
者
が
多

く
な
る
こ
と
を
予
想

し
、
職
員
の
増
員
で

予
算
を
と
っ
た
。
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
報
酬
は

支
払
基
金
か
ら
入

る
。
予
定
よ
り
多
く

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て

た
こ
と
か
ら
収
入
も

増
額
と
な
っ
た
。

公
共
下
水
道
事
業 

特
別
会
計
決
算
質
疑

問

公
共
下
水
道
事
業

を
行
う
中
で
、
29
年

度
の
事
業
を
ど
う
評

価
を
し
て
い
る
か
。

答

29
年
度
は
総
事
業

に
対
し
て
受
益
者
一

世
帯
当
た
り
の
単
価

が
下
が
っ
た
。
工
事

区
域
が
住
宅
密
集
地

で
あ
っ
た
こ
と
が
要

因
で
あ
る
。

条
例
の
一
部
改
正

　

吉
田
町
営
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

問

10
月
１
日
で
の
申

告
で
家
賃
額
が
決
ま

る
が
、
病
気
や
事
故

な
ど
で
働
け
な
く

な
っ
た
と
き
は
。

答

収
入
が
著
し
く
下

が
っ
た
人
に
は
条
例

の
中
で
減
免
、
徴
収

猶
予
の
規
定
が
あ
る

た
め
、
措
置
は
で
き

る
。人

事
案
件

　

吉
田
町
教
育
委
員
会

の
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

吉
田
町
片
岡

　

２
４
１
５
番
地
の
２

　
　

河
口　

忠
男　

氏

町営さくら団地

特定健診などの案内パンフレット

平成29年度特別会計・企業会計決算状況（万円）
事業会計名 歳入 歳出 差引残額

土地取得 42 42 ０

国民健康保険事業 345,576 326,585 18,991

後期高齢者医療事業 24,472 24,408 63

介護保険事業 196,917 194,478 2,438

公共下水道事業 114,644 112,185 2,459

水道事業決算（万円）
収入 支出

収益的収入及び支出 61,400 50,090

資本的収入及び支出 9,102 37,172

資本的収入額が資本的支出額に不足する額28,069万円は、減債積立金
1,000万円、建設改良積立金6,500万円、過年度分消費税資本的収支調
整額1,384万円、過年度分損益勘定留保資金7,655万円、当年度分損益
勘定留保資金11,529万円で補填。
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補
正
予
算
で
の
主
な
質
疑

一
　
般
　
会
　
計

問

繰
越
金
を
基
金
費

に
積
み
立
て
る
の
で

は
な
く
、
子
育
て
施

策
の
拡
充
や
異
常
気

象
に
対
応
す
る
た
め

の
防
災
な
ど
に
使
え

な
い
か
。

答

自
治
体
の
予
算
は
、

総
計
予
算
主
義
で
あ

り
、
補
正
予
算
で
新

た
な
事
業
を
行
う
こ

と
は
考
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
繰
越
は

い
っ
た
ん
財
政
調
整

基
金
に
積
み
増
し
、

そ
の
後
し
っ
か
り
と

し
た
施
策
の
練
り
上

げ
を
行
い
、
翌
年
度

も
し
く
は
補
正
に
お

い
て
展
開
を
図
っ
て

い
く
。

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

問

国
保
税
の
見
直
し

を
今
年
度
の
予
算
補

正
で
や
る
の
か
。

答

補
正
で
の
見
直
し

は
し
な
い
。
県
の
運

営
方
針
に
沿
い
被
保

険
者
の
負
担
に
な
ら

な
い
形
で
検
討
し
て

い
く
。
税
率
を
検
討

す
る
時
に
き
て
い
る
。

平成30年度一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出総額 3億1,277万円を補正し、

予算総額 109億4,977万円となる。
一般会計補正予算（第１号）
主たる歳入増減　　　　　　　　　　　　（万円） 主たる歳出増減　　　　　　　　　　　（万円）
地方交付税 　　　　１，１２８ 農林水産費 　　　　６０５
繰入金 　　　　１，５８６ 消防費 　　　１，１３８
繰越金　 　　　４億０，７３０ 教育費 　　　１，４３０
県支出金 △５８３ 諸支出金 　　３億４，８２９
町債 △１億１，５２３ 総務費 　△４，３５４

商工費 　　△４８０
土木費 　△１，１４９

各特別会計補正予算（第１号）
特別会計 ３０年度当初予算（万円） 増減額　（万円） 総額（万円）

国民健康保険事業 ２８億0,0９７ １億７,９９１ ２９億８,０８８
後期高齢者医療事業 　２億６,５７１ 　　　　６３ 　２億６,６３４
介護保険事業 １９億１,５８９ 　　３,９７３ １９億5,562
公共下水道事業 １２億0,１８１ △８５ 12億0,096

　吉田町ICT-BCP（地震対策編）8月1日施行
「目的」
大規模な災害が発生した際に、復旧を優先するべき重要業務およびインフラを特定し、被害軽減のための予防
措置および復旧に向けた職員の行動手順を定めることを目的として、町のICT分野ににおける業務継続計画を
策定する。
「重要度別システム一覧」
Ａ早急な復旧が求められるもの
　災害発生直後から必要となる業務に必要となるシステム。
　復旧優先度が最も高く復旧目標時間は3時間以内。
Ｂ早期の復旧が求められるもの
　被害調査や、緊急性のある災害対策等に必要なシステム。
　復旧目標時間は24時間以内。
Ｃ行政機能回復を目指して復旧するもの
　災害発生時に応急業務に必要とならない町の内部業務に係るシステム。
　復旧目標時間は72時間以内。
Ｄその他災害の混乱がある程度収まってから復旧するもの。
　ＡからＣまでに該当しない業務に必要なシステム。順次復旧する。

8月20日の行政報告会において、
懸案であったICT-BCP（業務継
続計画）が施行されたことにつ
いて説明を受けた。
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イメージ

　
第
1
回
臨
時
会
が
8
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、

財
産
の
取
得
2
件
、
工
事
請
負
契
約
1
件
、
教

育
委
員
会
教
育
長
の
人
事
案
件
1
件
を
審
議
し
、

可
決
・
同
意
し
た
。

ノンステップバス

【
消
防
ポ
ン
プ
車
の
取

得
に
つ
い
て
】

　

消
防
団
の
老
朽
化
し

た
消
防
ポ
ン
プ
車
（
第

3
分
団
・
片
岡
区
、
第

4
分
団
・
北
区
）

2
台
を
更
新
。

（
仕
様
）

・�

普
通
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車

・�

放
水
性
能
毎
分
2
㎥

以
上

（
契
約
金
額
）

　

３
４
，
９
９
２
千
円

（
契
約
相
手
方
）

　

㈱
ケ
イ
シ
ョ
ウ
車
体

【
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

購
入
】

　

国
の
補
助
を
受
け
、

バ
ス
路
線
の
維
持
と
利

用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
る
。

　

し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス
ト

ラ
イ
ン
㈱
に
貸
与

（
仕
様
）

・
定
員
80
人
以
上

（
契
約
金
額
）

　

２
３
，
８
１
４
千
円

（
契
約
相
手
方
）

・
静
岡
日
野
自
動
車
㈱

問　

バ
ス
の
購
入
・

貸
与
と
い
う
特
殊
な

ケ
ー
ス
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
メ
ー
カ
ー
の

値
下
げ
競
争
な
ど
の

心
配
は
な
い
か
。

答

通
常
の
制
限
付
き

一
般
競
争
入
札
で
あ

り
、
問
題
は
な
い
。

【
公
共
下
水
道
吉
田
浄

化
セ
ン
タ
ー
機
械
設
備

更
新
工
事
】

　

自
動
徐
塵
機
部
品
な

ど
の
更
新
工
事

（
契
約
金
額
）

６
４
，
８
０
０
千
円

（
契
約
相
手
方
）

ク
ボ
タ
環
境
サ
ー
ビ
ス

㈱問
耐
用
年
数
に
よ
る

更
新
で
あ
る
が
、
劣

化
を
判
断
す
る
基
準

は
あ
る
か
。

答

長
寿
命
化
計
画
の

最
終
年
度
で
あ
り
、

設
備
の
老
朽
度
は
目

視
な
ど
に
よ
り
点
検

し
て
い
る
。

【
吉
田
町
教
育
委
員
会

教
育
長
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
】

・
氏
名　

栗
林
芳
樹
氏

・�

生
年
月
日

　

昭
和
57
年
10
月
28
日

・�

任
期　

平
成
30
年
9

月
1
日
～
平
成
31
年

3
月
31
日

問

文
部
科
学
省
で
行

政
を
担
当
し
て
き
た

人
が
教
育
長
に
就
く

の
は
「
教
育
の
政
治

的
中
立
性
」
か
ら
見

て
問
題
は
な
い
か
。

答

政
治
的
中
立
を
犯

し
て
い
る
と
は
思
わ

な
い
。

反
対
討
論

�

（
大
石
巌
議
員
）

　

こ
の
地
域
で
教
育
行

政
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
や
経
歴
、
教
育
に
携

わ
る
人
た
ち
に
対
し

「
人
格
」
や
「
識
見
」

と
い
う
条
件
が
十
分
に

認
識
さ
れ
る
よ
う
な
人

選
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

教
育
基
本
法
16
条
に

「
教
育
は
不
当
な
支
配

に
服
す
る
こ
と
な
く
」

と
あ
り
、
政
治
的
な
力

に
左
右
さ
れ
な
い
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
栗
林

氏
は
文
科
省
に
お
い
て

新
し
い
学
習
指
導
要
領

に
携
わ
っ
て
き
た
人
で

あ
り
、
教
育
の
中
立

性
、
不
偏
不
党
の
理
念

に
徹
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

賛
成
討
論

�

（
大
塚
邦
子
議
員
）

　

吉
田
町
総
合
戦
略
や

少
子
化
対
策
な
ど
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
あ
る
。

　

教
育
で
は
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト

リ
ビ
ン
ス
プ
ラ
ン
に
よ

る
新
学
習
指
導
要
領
の

取
り
組
み
も
あ
り
、
行

政
事
務
の
停
滞
を
招
か

な
い
た
め
に
も
教
育
委

員
会
事
務
局
長
を
担
当

し
て
い
る
人
が
適
任
で

あ
る
。

　

エ
ア
コ
ン
設
置
、
ト

イ
レ
改
修
な
ど
全
国
に

先
駆
け
て
よ
り
良
い
環

境
整
備
を
行
っ
て
い
る

人
で
あ
り
賛
成
す
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　平成 30 年第 1回臨時会
消防ポンプの取得・教育長の任命
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問

国
全
体
で
は
、
18
歳

未
満
の
相
対
的
貧
困
が

13
．
9
％
で
、
食
事
・

学
習
・
進
学
な
ど
の
面

で
、
将
来
も
貧
困
か
ら

抜
け
出
せ
な
い
傾
向
が

あ
る
。

　

町
の
考
え
は
。

答

当
町
の
子
ど
も
の
貧

困
率
は
、
基
準
と
な
る

数
値
を
持
た
な
い
が
、

一
つ
の
考
え
と
し
て
就

学
援
助
率
は
、
小
中
学

校
で
約
5
％
で
あ
る
。

　
　

子
ど
も
の
貧
困
は
、

町
に
と
っ
て
も
極
め
て

重
大
な
問
題
で
あ
り
、

必
ず
解
消
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
、
認

識
し
て
い
る
。

　
　

食
事
に
つ
い
て
は
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を

実
施
し
て
い
て
、
寄
付

の
食
糧
は
、
県
内
の
福

祉
事
務
所
や
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
、
食
に

困
っ
て
い
る
家
庭
に
無

償
提
供
し
て
い
る
。
学

習
面
は
、
公
設
学
習
塾

や
就
学
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
進
学
に

つ
い
て
は
、
修
学
資
金

や
就
学
支
援
資
金
が
あ

り
、
町
独
自
の
高
等
学

校
等
奨
学
金
も
あ
る
。

問

29
年
度
静
岡
県
児
童

相
談
所
概
要
版
で
は
、

前
年
度
よ
り
虐
待
相
談

件
数
は
203
件
増
加
し
、

１
５
１
６
件
報
告
が

あ
っ
た
。

　

心
理
的
虐
待
49
％
身

体
的
・
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育

児
放
棄
）
各
25
％
で
あ

り
、
0
歳
か
ら
12
歳
ま

で
の
子
ど
も
が
83
％
を

占
め
、
実
父
か
ら
30
％
・

450
件
、
実
母
か
ら
58
％
・

901
件
だ
っ
た
。

　

町
の
実
態
や
取
り
組

み
は
。

答

虐
待
が
疑
わ
れ
る
相

談
は
28
年
度
147
件
、
29

年
度
203
件
を
受
け
付
け

た
。
ま
た
、
虐
待
の
分

類
は
ネ
グ
レ
ク
ト
が
半

数
以
上
を
占
め
て
次
に

心
理
的
虐
待
で
あ
っ
た
。

　

取
り
組
ん
で
い
る
対

策
は
、
親
子
の
孤
立
を

予
防
し
、
不
安
感
や
負

担
感
を
軽
減
す
る
た

め
、
気
軽
に
相
談
で
き

る
窓
口
を
複
数
設
け
支

援
し
て
い
る
。
子
ど
も

が
乳
幼
児
の
時
は
、
健

診
や
全
戸
訪
問
事
業
で

親
子
が
保
健
師
と
関
わ

る
機
会
で
気
を
配
っ
て

い
る
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
た
「
よ
し
に
こ
」

で
相
談
す
る
環
境
が
あ

る
。

　

第
五
次
吉
田
町
総
合
計
画
で
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の
施
策

や
生
活
改
善
支
援
の
促
進
、
困
窮
状
態
か
ら
の
早
期
脱
出
。

　

子
育
て
支
援
環
境
・
サ
ー
ビ
ス
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
貧
困
・
虐
待
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。

問
question

吉
田
中
学
校
の
生
徒
の
就
学
援
助
率
は

答
answer

29
年
度
は
全
校
生
の
約
7
％
で
あ
っ
た

議
員山 口 一 博
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問

は
つ
ら
つ
講
座
の
実

施
状
況
は
。

答

現
在
は
９
会
場
で

行
っ
て
お
り
、
29
年
度

の
参
加
者
数
は
１
４
１
２

人
、
順
調
に
増
え
て
い

る
。

問

さ
ら
に
参
加
者
を
増

や
す
取
り
組
み
は
。

答

参
加
者
が
比
較
的
少

な
い
地
区
に
お
い
て

は
、
自
治
会
や
町
内
会

の
協
力
を
得
て
、
周
知

活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問

介
護
離
職
者
の
把
握

と
対
応
は
。

答

28
年
度
に
実
施
し
た

調
査
に
お
い
て
、
要
介

護
認
定
者
の
介
護
を
主

な
理
由
と
し
て
「
主
な

介
護
者
が
仕
事
を
辞
め

た
」
と
回
答
さ
れ
た
方

の
割
合
が
16
．
４
％
と

な
っ
て
お
り
、
介
護
離

職
者
は
一
定
数
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

町
で
は
、
在
宅
で
高

齢
者
の
介
護
を
行
っ
て

い
る
家
族
に
対
し
「
家

族
介
護
教
室
」
の
開
催

や
、「
家
族
介
護
交
流

事
業
」
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
介

護
離
職
ゼ
ロ
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。

問

在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
の
進
捗
は
。

答

吉
田
町
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本

年
９
月
13
日
に
、
住
民

の
皆
さ
ま
が
利
用
し
て

い
る
通
院
圏
域
内
の
各

総
合
病
院
か
ら
在
宅
へ

の
円
滑
な
移
行
が
で
き

る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
総
合
病
院
相

談
員
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
た
。

問

介
護
予
防
に
民
間
の

活
力
を
導
入
す
る
考
え

は
。

答

住
民
が
主
体
と
な
っ

た
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ

や
民
間
事
業
者
に
よ
る

「
シ
ニ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
」
な
ど
実
施
し
て

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
17
カ
所

の
「
居
場
所
」
や
「
サ

ロ
ン
」
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

る
。

　
　

今
後
も
、
民
間
団
体

や
地
域
で
活
躍
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

介
護
予
防
を
図
る
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　

高
齢
社
会
を
迎
え
、
わ
が
町
で
も
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
中
で
も
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の

世
帯
数
が
増
加
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
現
状
把
握
と
参
加
し
や
す
い

様
々
な
介
護
予
防
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
質
問
し
た
。

問
question

介
護
予
防
に
民
間
の
活
力
導
入
を

答
answer

居
場
所
や
サ
ロ
ン
に
協
力
を
得
た
い

大 塚 邦 子 議
員

はつらつ講座

ふつか会
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問

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
中
間
変
更
の

理
由
は
。

答

プ
ラ
ン
策
定
か
ら
10

年
経
過
し
た
。
そ
の
間

の
大
き
な
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
。

問

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
土

地
利
用
誘
導
区
域
は
こ

れ
か
ら
調
査
を
行
う
と

聞
い
た
。
主
眼
は
。

答

周
辺
の
土
地
利
用
の

可
能
性
を
調
査
す
る
た

め
。

問

東
名
川
尻
幹
線
な

ど
、
沿
道
利
用
地
と
は

ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

答

商
業
・
流
通
系
の
土

地
利
用
が
集
積
さ
れ
る

よ
う
に
、
計
画
的
誘
導

を
図
る
。

問

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
中
間
変
更

で
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
は
。

答

「
イ
ン
タ
ー
周
辺
活

用
ゾ
ー
ン
」
と
し
、
調

査
結
果
を
基
に
、
計
画

的
な
土
地
利
用
を
誘
導

す
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

問

土
地
利
用
に
は
、
農

地
（
青
地
）
の
地
目
変

更
の
問
題
が
あ
る
。
法

的
、
時
間
的
制
約
は
あ

る
の
か
。

答

農
地
の
除
外
を
行
う

に
は
、「
土
地
基
盤
整

備
完
了
後
８
年
以
上
経

過
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
こ
と
」
と
い
う
要
件

が
あ
る
。

　

大
井
川
用
水
受
益
地

は
、
29
年
度
か
ら
８
年

は
転
用
が
難
し
い
。

問

静
岡
空
港
へ
つ
な
が

る
、
計
画
道
路
と
し
て

の
富
士
見
幹
線
の
計
画

は
。

答

島
田
市
の
整
備
計
画

を
注
視
し
な
が
ら
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

問

富
士
見
幹
線
沿
線
区

域
の
土
地
利
用
は
。

答

営
農
環
境
、
景
観
な

ど
に
配
慮
し
た
良
好
な

住
環
境
を
確
保
す
る
地

域
と
し
て
土
地
利
用
の

誘
導
を
図
っ
て
い
く
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
変
更
が
行
わ
れ
た
。

北
区
で
は
、
自
彊
小
学
校
の
児
童
数
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

た
ち
111
人
増
え
、
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
。
吉
田
イ
ン
タ
ー
周
辺
お
よ

び
北
区
地
域
の
全
体
的
土
地
利
用
の
計
画
と
誘
導
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
変
更
の
理
由
は

答
answer

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
す
る
見
直
し

山 内　 均 議
員

 
 

 北
区

地
域

 

沿
道
利
用
地
に
変
更

内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く
取
組

物
資
供
給
拠
点
確
保
事
業
区
域
を
明
示

イ
ン
タ
ー
周
辺
土
地
利
用
誘
導

区
域
を
拡
大

－
６
－

6番
　
山
内
均
議
員
　
一
般
質
問
資
料

平
成
30年

5月
18日

開
催
　
行
政
報
告
会
　
都
市
環
境
課
資
料

吉田インター周辺の都市計画イメージ図
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問

当
町
で
は
県
内
市
町

と
比
較
す
る
と
、
高
血

圧
症
有
病
者
、
糖
尿
病

予
備
軍
に
該
当
す
る
方

が
多
い
現
状
で
あ
る
。

町
は
、
保
健
師
、
栄
養

士
の
方
が
出
向
き
、

「
地
区
健
康
度
ア
ッ
プ

事
業
」
を
開
催
し
た
が

効
果
は
。

答

減
塩
味
噌
汁
を
試
飲

し
て
、
血
圧
測
定
を

行
っ
た
。「
高
血
圧
の

人
が
多
い
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
だ
し
の
取
り

方
を
教
え
て
欲
し
い
」

な
ど
関
心
が
高
ま
っ
た
。

　

健
康
課
題
を
男
性
の

参
加
者
に
も
考
え
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

「
隣
組
に
お
知
ら
せ
し

た
い
」
な
ど
、
地
域
へ

の
啓
発
に
つ
な
が
っ
た
。

問

こ
れ
か
ら
の
「
地
区

健
康
度
ア
ッ
プ
事
業
」

の
今
後
の
課
題
は
。

答

参
加
者
が
少
人
数
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
、
広
報
よ
し
だ
で
の

Ｐ
Ｒ
や
、
イ
ベ
ン
ト
・

運
動
教
室
に
出
か
け
て

い
き
、
情
報
提
供
や
正

し
い
知
識
の
普
及
を

行
っ
て
い
く
。

問

減
塩
が
大
事
だ
と
町

民
の
皆
さ
ん
に
浸
透
さ

せ
て
ほ
し
い
が
。

答

減
塩
を
含
め
、
健
康

に
つ
い
て
の
情
報
な
ど

お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

問

食
育
セ
ミ
ナ
ー
で

「
500
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
ま

ん
ぷ
く
定
食
」
の
講
義

が
行
わ
れ
た
が
効
果
は
。

答

「
材
料
を
量
る
こ
と

の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
。

　

野
菜
は
両
手
で
350
ｇ

な
の
で
家
で
量
っ
て
み

た
い
」
な
ど
、
食
生
活

改
善
の
動
機
付
け
に

な
っ
た
。

問

食
育
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
た
が
課
題
は
。

答

500
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の

実
物
を
見
た
い
と
の
声

が
あ
り
、
今
年
度
調
理

実
習
を
4
回
行
う
。

問

総
合
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
の
活
用
の

推
進
は
。

答

健
診
の
結
果
を
踏
ま

え
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
、
推
進
し
て
い

く
。

問

「
笑
っ
し
ょ
い
よ
し

だ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
屋
外
で
で
き
な
い
か
。

答

音
響
効
果
や
照
明
効

果
に
よ
る
こ
と
で
達
成

感
が
得
ら
れ
る
。
今
後

も
引
き
続
き
屋
内
で
行

う
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
で
は
4
事
業
が
あ
り
、
健
康
体
操
や
ダ
ン
ス
健

康
づ
く
り
、
健
康
体
操
、
食
育
推
進
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

28
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
「
地
区
健
康
度
ア
ッ
プ
事
業
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
効
果
と
課
題
は
。

問
question

健
康
で
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
は

答
answer

生
活
習
慣
病
の
食
育
改
善
の
推
進
を
行
う

三輪美由紀 議
員

血圧計

野菜350ｇ
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・
委
員
会
報
告

　
委
員
会
で
は
、
議
会
報

告
会
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
・
乗
合
型
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

６
月
21
日

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
細
分
化

し
、
①
免
許
証
返
納
、
②

タ
ク
シ
ー
、
③
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
、
④
現
行
手

段
の
利
用
、
⑤
需
要
、
な

ど
調
査
テ
ー
マ
を
決
定
し

た
。７

月
９
日

　
調
査
事
項
の
質
問
を
、

企
画
課
と
福
祉
課
に
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

　
内
容
は
①
生
活
交
通
に

対
す
る
考
え
と
今
後
の
施

策
、
②
高
齢
者
の
免
許
証

返
納
に
対
す
る
施
策
な
ど

８
項
目
と
し
た
。

７
月
18
日

　
８
項
目
の
質
問
の
回
答

と
説
明
を
、
企
画
課
と
福

祉
課
か
ら
受
け
た
。

　
ま
た
、
８
月
16
日
に
生

活
交
通
の
先
進
地
で
あ
る

藤
枝
市
役
所
を
視
察
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

８
月
16
日

　
藤
枝
市
役
所
を
視
察
。

質
問
に
対
す
る
回
答
と
説

明
を
受
け
た
。

８
月
21
日

　
藤
枝
市
役
所
視
察
の
ま

と
め
を
行
っ
た
。

質
問
と
回
答

　
自
主
運
行
バ
ス
、
予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
及
び
バ

ス
停
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
。

問　

�

当
該
事
業
導
入
に
至

る
経
緯
は
。

答　

�

民
間
事
業
者
の
運
行

す
る
バ
ス
路
線
が
存

在
し
た
も
の
で
、
収

支
の
悪
化
な
ど
に
よ

り
撤
退
し
た
も
の
を

補
う
た
め
に
設
け

た
。

問　

�

現
在
の
運
用
状
況
。

答　

�

全
体
の
利
用
者
数
は

減
少
傾
向
。
一
方
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
利
用
者
は
増
加
し

て
い
る
。

問　

�

公
共
交
通
施
策
の
概

要
に
つ
い
て
。

答　

�

藤
枝
市
と
周
辺
市
町

を
結
ぶ
広
域
路
線
と

し
て
の
役
割
を
担
う

べ
く
、
自
主
運
行
バ

ス
や
地
域
住
民
の
移

動
手
段
の
役
割
を
担

う
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
設
け
て
い

る
。

問　

�

事
業
計
画
に
お
け
る

課
題
は
あ
る
か
。

答　

�

生
徒
・
児
童
の
通
学

の
足
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
路
線
は
単

純
に
廃
止
や
再
編
成

な
ど
を
見
直
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

問　

�

運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
に
対
す
る
取
組

は
。

答　

�

自
主
運
行
バ
ス
の
無

料
乗
車
券
を
交
付
し

て
い
る
。

�

委
員
長　
山
内　
均

調
査
の
目
的
と
経
緯

高
齢
化
に
伴
う
自
動
車
運
転
免
許
証
の
返
納
や
免
許
証

を
持
た
な
い
方
た
ち
に
必
要
と
な
る
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
に
、
近
隣
の
市
町
が
行
っ
て
い
る
実
例
を
参

考
に
し
て
調
査
し
て
い
る
。

総務文教常任委員会調査報告

生活交通の確保について

藤枝市自主運行バス

藤　枝　市　役　所　視　察

視 察 日　平成30年８月16日
視察目的　�先進事例の視察を行うことにより、
　　　　　�当町の政策形成に寄与することを目的

とする。
視察内容　生活交通の確保についての状況調査。
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6
月
8
日

　
「
都
市
公
園
の
管
理
及

び
整
備
に
つ
い
て
」
当
局

よ
り
以
下
の
事
項
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

・�

都
市
公
園
の
法
的
位
置

付
け

・�
計
画
決
定
面
積
と
供
用

面
積（
下
表
参
照
）

・
維
持
管
理
の
状
況

・�

未
整
備
公
園
の
整
備
計

画6
月
12
日

　

公
園
の
問
題
点
や
課

題
を
整
理
す
る
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成

し
た
。

6
月
20
日

　
当
局
か
ら
以
下
4
点
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

・�

大
井
川
清
流
緑
地
の
他

市
と
の
整
備
状
況
の
違

い
・�

大
幡
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

公
園
と
し
て
の
位
置
付

け
・�

大
井
川
の
護
岸
整
備
状

況
・�

大
井
川
清
流
緑
地
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て

6
月
25
日

　
未
開
設
の
5
公
園
を
除

く
12
公
園
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

8
月
28
日

　
現
地
調
査
の
結
果
、
管

理
状
況
に
つ
い
て
3
ラ
ン

ク
に
分
類
し
た
。

【
管
理
が
で
き
て
い
る
】

・
青
柳
公
園

・
吉
田
公
園

・
防
災
公
園

【
お
お
む
ね
管
理

�

で
き
て
い
る
】

・
大
道
公
園

・
小
藤
路
公
園

【
管
理
不
十
分
】

・
川
尻
大
道
公
園

・
西
の
宮
公
園

・
能
満
寺
山
公
園

・
大
井
川
清
流
緑
地

・
川
尻
児
童
公
園

・
吉
田
海
岸
緑
道

・
湯
日
川
親
水
公
園

委
員
長　
　
大
石　
巌

産業建設常任委員会調査報告
道路・河川及び都市公園の管理及び整備について

道路、河川及び都市公園の管理及び整備についての現状と
改善策について調査、研究する。

使用できない浮桟橋（湯日川親水公園）

年月日 面積（㏊） 年月日 面積（㏊）

① 青 柳 公 園 神戸 街区 S47.8.17 0.55 H10.3.23 0.72

② 稲 荷 山 公 園 片岡 街区 S47.8.17 0.53 未開設

③ 大 道 公 園 住吉 街区 S50.3.1 0.26 S53.2.28 0.26

④ 川 尻 大 道 公 園 川尻 街区 S55.4.5 0.28 H7.5.26 0.28

⑤ 浜 田 公 園 川尻 街区 S55.4.5 0.26 未開設

⑥ 日 の 出 公 園 川尻 街区 H4.3.31 0.22 未開設

⑦ し ら さ ぎ 公 園 片岡 街区 H4.3.31 0.23 未開設

⑧ 小 藤 路 公 園 住吉 近隣 S61.9.30 2.4 H19.8.1 2.1

⑨ 西 の 宮 公 園 川尻 近隣 S61.9.30 1.5 H15.3.24 1.5

⓾ 住 吉 西 の 坪 公 園 住吉 地区 H2.9.28 4.5 未開設

⑪ 吉 田 公 園 川尻 総合 S51.4.6 31.5 H13.8.1 14.3

⑫ 能 満 寺 山 公 園 片岡 特殊 S56.4.3 5.9 H7.3.13 2

⑬ 大 井 川 清 流 緑 地 大幡・川尻 都市緑地 S61.9.30 148.7 H17.6.1 17

⑭ 川 尻 児 童 公 園 川尻 街区 ー ー S58.7.1 0.23

⑮ 吉 田 海 岸 緑 道 住吉 緑道 ー ー H7.9.8 1.23

⑯ 湯 日 川 親 水 公 園 住吉 都市緑地 ー ー H15.3.24 3.68

⑰ 防 災 公 園 神戸 近隣 ー ー H28.10.4 1.44

都市公園一覧表

公 園 名 位置 種別
計画決定 最終開設

整備されている青柳公園

撤去前の休憩所（西の宮公園）
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委
員
会
報
告

６
月
18
日

　
第
10
回
特
別
委
員
会
を

開
催
。

Ⅰ
協
議
事
項

　
委
員
会
の
運
営
に
つ
い

て・�

授
業
の
平
準
化
に
つ
い

て
、
他
の
市
町
の
方
針

を
検
証

・�

教
員
の
多
忙
化
の
原
因

と
解
消
策

・�｢

今
後
の
方
向
性｣

後
の

問
題
点
に
つ
い
て
調
査

研
究
す
る

を
、
基
に
今
後
の
委
員
会

の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

　
　
＊
協
議
の
結
果

・�

こ
れ
ま
で
出
さ
れ
た
資

料
を
検
証
す
る

・��

現
状
の
教
育
現
場
を
把

握
す
る

・�

ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
の

実
績
と
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ

ン
ス
プ
ラ
ン
と
の
つ
な

が
り
を
調
査

・��

総
合
教
育
会
議
と
教
育

委
員
会
と
各
学
校
と
の

意
思
疎
通
に
つ
い
て
調

査
　
以
上
の
4
項
目
を
柱
に

委
員
会
を
進
め
る
。

Ⅱ
そ
の
他

　
第
16
回
議
会
報
告
会
で
の

質
問
に
対
す
る
回
答
に
つ
い

て
協
議
し
決
定
し
た
。

8
月
7
日

　
第
11
回
特
別
委
員
会
を

開
催
。

協
議
事
項

１�　
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン
ス

プ
ラ
ン
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
（
平
成
29

年
10
月
23
日
付
け
教
育

委
員
会
資
料
）
の｢

教

育
委
員
会
と
し
て
の
方

向
性｣

に
つ
い
て
協
議

し
た
。

意
見

①�

教
職
員
と
の
車
座
対
話

の
内
容
が
非
公
開
で
わ

か
ら
な
い
。

②�

教
員
の
多
忙
化
の
原
因

を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。

③�

多
忙
化
に
つ
い
て
具
体

的
に
調
査
が
必
要
。

④�｢

授
業
の
平
準
化｣｢

多

忙
化｣

の
施
策
に
つ
い

て
、
原
因
と
対
応
策
に

つ
い
て
調
査
が
必
要
。

⑤�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

充
実
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
、
具
体

的
施
策
の
チ
ェ
ッ
ク
が

必
要
。

⑥�

多
忙
化
解
消
の
実
施
状

況
の
説
明
を
求
め
た

い
。

２　
今
後
の
進
め
方

①�
車
座
対
話
の
実
施
状
況

と
意
見
の
報
告
を
求
め

る
。

②�

多
忙
化
解
消
の
具
体
策

と
し
て
、
住
吉
小
学
校

の｢

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
実
施
状
況
を
聞
く
。

�

委
員
長　
八
木　
栄

委
員
会
報
告

６
月
29
日

１�　
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
掲
載
す
る
、
７
月

の
行
事
予
定
と
掲
載
担

当
者
を
決
定
し
た
。

２�　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

議
会
活
動
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

・�

議
会
へ
の
サ
イ
ボ
ウ
ズ

ラ
イ
ブ
導
入
に
つ
い

て
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

特
別
委
員
会
で
協
議

し
、
必
要
で
あ
る
と
結

論
付
け
た
。

・�

全
員
で
の
協
議
導
入
に

向
け
た
資
料
を
作
成
し

た
。

　
�

協
議
は
議
長
に
預
け
る

こ
と
と
し
た
。

・�
資
料
の
内
容
を
決
定
し

た
。

①　
タ
イ
ト
ル

　

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
議

会
活
動
お
よ
び
委
員
会

運
営
。

②　
手
段

　
無
料
の
サ
イ
ボ
ウ
ズ
ラ

イ
ブ
の
導
入
。

③　
目
的

　

�

議
員
相
互
の
意
見
、
情

報
交
換
。

④　
期
待
で
き
る
効
果

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

資
料
確
認
が
で
き
る
た

め
、
資
料
確
認
が
迅
速

に
で
き
、
資
料
内
容
の

改
善
を
事
前
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

・�

議
員
相
互
の
意
見
交
換

や
認
識
を
深
め
て
か

ら
、
会
議
に
臨
む
こ
と

が
で
き
る
。

７
月
27
日

１�　
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
掲
載
す
る
８
月
の

行
事
予
定
と
掲
載
担
当

者
を
決
定
し
た
。

２�　
サ
イ
ボ
ウ
ズ
ラ
イ
ブ

導
入
の
全
員
参
加
に
つ

い
て
協
議
し
、
議
員
研

修
会
を
行
う
こ
と
を
決

め
た
。

　
実
習
へ
の
準
備

・�

７
月
31
日
の
全
員
協
議

会
で
研
修
会
開
会
の
提

案
を
行
う
。

　

�

サ
イ
ボ
ウ
ズ
ラ
イ
ブ
の

勉
強
（
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
を

し
、
理
解
し
て
お
く
こ

と
を
要
望
し
た
。

８
月
20
日

・
議
員
研
修
会
。

・
研
修
内
容

　

�

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
て
、
サ
イ
ボ

ウ
ズ
ラ
イ
ブ
の
実
習
を

行
う
。８

月
27
日

１�　
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
掲
載
す
る
９
月
の

行
事
予
定
と
掲
載
担
当

者
を
決
定
し
た
。

�

委
員
長　
杉
本
幸
正

吉
田
町
教
育
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
特
別
委
員
会
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子
ど
も
を
育
む
片
岡
き
ら
め
き
塾

　
～
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
45
人
の
協
力
の
も
と
活
動
し
て
い
る
。
～

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
き
っ
か
け
は
60
歳
の
定
年

後
で
す
。
会
長
に
な
っ
て
6

年
、
子
ど
も
の
笑
顔
を
見
る

の
が
楽
し
み
で
10
年
以
上

た
っ
た
今
も
続
い
て
い
ま

す
。

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
む
」
を
合
言
葉
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
子
ど
も

た
ち
と
が
触
れ
合
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
年
間
6
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
で

あ
る
味
噌
作
り
教
室
で
は
、

大
豆
を
蒸
す
こ
と
か
ら
始
め

全
て
手
作
り
で
行
わ
れ
、
お

土
産
に
3
キ
ロ
の
味
噌
を
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
片
岡
き
ら
め
き
塾

の
手
作
り
味
噌
は
他
地
区
で

の
合
同
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
４
月
に
行
わ
れ

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
オ
ー
ク
で

は
手
作
り
味
噌
で
豚
汁
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と

は
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
が
町
で
あ
っ
た

時
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る
こ

と
で
す
。

　
将
来
は
、
き
ら
め
き
塾
を

体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、

手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
一
番
嬉
し
い
こ
と
で

す
が
、
若
い
人
に
入
っ
て
い

た
だ
き
一
緒
に
活
動
し
て
も

ら
え
れ
ば
嬉
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

�

会
長　
近
藤
順
次

町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介

活
動
計
画

６
月
２
日

　

泥
ん
こ
遊
び
＆

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫

８
月
４
日

　

花
火
＆
肝
試
し

９
月
８
・
９
日

　

片
岡
き
ら
め
き
合
宿

11
月
23
日

　

味
噌
作
り
教
室

12
月
22
日

　

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

2
月
2
日

　

Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

楽しかった泥んこ遊び
旗に向かってゴーゴー

災害時の袋を使ってカレー作り
美味しいカレーになーれ

防災合宿水消火器訓練
上手に消すことができるかな

近藤順次会長
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議会フェイスブックページから、議会情報の発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
動画や写真のスライドショーなど、議会活動の様子をご覧いただき、
ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

（QRコード）

あ
と
が
き

　

秋
の
田
は
黄
金
色
か

ら
葉
物
野
菜
の
グ
リ
ー
ン

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
行
事
も
、
秋

祭
り
、
運
動
会
、
文
化

祭
と
多
彩
な
季
節
で
す
。

　

催
し
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
、
人
の
輪
も
広

が
り
ま
す
。

　

町
議
会
も
、
毎
回
の

議
会
報
告
会
を
通
じ
て

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
図
り
、
ご
意
見
・

ご
要
望
を
議
会
活
動
に

反
映
し
て
い
ま
す
。

　

２
人
以
上
の
要
請
が

あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
「
出

前
会
議
」
を
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
最
寄
り
の
議

員
や
議
会
事
務
局
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

�

（
Ｉ
・
Ｏ
）

まちの話題

第17回吉田町議会報告会出席のお礼
第17回議会報告会には多くの方々のご参加をいただき、誠にありがとうございました。
議会報告会でいただいたご意見やご要望は報告書をもって回答させていただく所存であります。
次回のご出席をお待ちしております。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

三
輪
美
由
紀

副
委
員
長　

山
口　
一
博

委　

員　

蒔
田　

昌
代

　
　
　
　
　

大
石　
　

巌

　
　
　
　
　

三
輪　

正
邦

　
　
　
　
　

河
原
崎
曻
司

住吉区民運動会

北区　大井神社　浦安の舞

片岡　初めて実ったシャインマスカット

川尻　防潮堤整備着工式
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